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コロナ禍における学校生活の再構成
―ある小学校における教師と児童の解釈実践に着目して―

（梅田崇広）

1. 研究の背景と目的

　本稿の目的は、小学校のある学級におけるフィールドワークから、新型コロ

ナウイルス感染症による「制限」のある学校生活に関する教師と児童の解釈実

践に着目し、「制限」のある学校生活が再構成される様相を描き出すことである。

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）（以下、コロナウイルス）の拡大に

より、私たちの生活様式は一新された。もちろん学校現場も例外ではない（1）。

どの学校においても共通する取り組みや行動規範として、教師も子どもも接触

や近距離での会話を控えることや、マスクを常に着用すること、給食を静かに

無言で食べること、子ども同士の対面によるグループ活動等を控えること等

様々な「制限」を伴う感染予防対策が挙げられるだろう。こうした「制限」か

らは、教師や子どもにとって息苦しく、不安な学校生活の様子が想像される。

　そうした「制限」に伴って、何よりも保護者からは様々な「心配」や「不安」

が表出されている。酒井ら（2020）による、首都圏ならびに関西圏の小学校 1

年生～ 3年生の子どもがいる保護者を対象としたアンケート調査からは、そう

した保護者の「声」が如実に表出されている。

　例えば、「休み明けに学校に行きたがらなくなるのではないかと心配した」

のように、学校に行くことを子どもたちがどのように感じ、どのような生活を

しているのかを心配する声。また、「お友達と遊べないことで、友人との共同

作業や集団生活をすることがなく、今後の友達関係や距離感に支障が出るので

はと懸念した」「友達に全く会えなかったので、友人関係に変化が生じないか
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不安だった」など、「制限」の中で、子どもが他の児童との人間関係を上手に

築けなくなってしまう可能性を不安がる声である（いずれも酒井ら 2020、p. 9）。

　それでは、実際に教師や子どもは「制限」のある学校生活をどのように営ん

でいるのか。それらの調査や事例から大人側の意識や不安は表出されるものの、

「制限」の中のミクロな学校生活に関するリアリティは見えてこない。

　もちろんそれは、コロナウイルス禍（以下、コロナ禍）において、研究者が

学校に参与してフィールドワークを行うといった、質的調査の困難性が大きく

立ちはだかっていたことは想像に難くない。こうした状況の中で、筆者は、上

記の「制限」に加え、県外への外出や県外からの来客との接触等があった際に

は調査を自粛する等、細心の注意を払って感染予防及び対策を徹底したうえで、

ある小学校で通常とほぼ同様の観察及び録画することを許可された。

　そこで、本稿では、教師や子どもたちがコロナ禍の学校生活をいかに経験し、

解釈しているのか。また、その中で子どもたちがいかなる人間関係を構築して

いるのか。これらの点に着目することで、教師と児童がコロナ禍の学校生活に

いかに向き合い、再構成しているのか、その様相を描き出すことを目的とする。

本稿で示すデータは、未知の学校生活においていかなる日常が展開されている

のかを理解するうえで、非常に貴重な経験的ドキュメントとして蓄積しうる点

で重要な意義を持つといえるだろう。

2. 調査の概要

　本研究のデータは、四国地方に位置する市立 D 小学校（以下、D 小）で行っ

たフィールドワークを元に構成される。本研究にあたって、愛媛大学教育学部

の研究倫理委員会の承認を得ている。また、D 小の学校長・教師・児童に研究

目的を説明し、許可を得たうえで、参与観察及びビデオデータの録画を行った。

なお，本稿では、2020 年 6 月から 2021 年 1 月までに得られたデータを扱う。

当初は、4 月から調査を開始できるよう、準備を進めていた。だが、コロナウ

イルスの感染拡大に伴い、緊急事態宣言の発出や、4 月から全国一斉臨時休業

が行われ、4月からの調査開始は断念せざるを得なくなる。

　D 小では、5 月中旬から分散登校等が開始され、5 月下旬より、完全再開に
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至った。6 月 4 日に学校長及び筆者が観察に入る学級の担任教師である阿部先

生に調査のお願いとあいさつに向かい、6 月 8 日から第 1 回目の調査を開始し

た。学校には、できる限り週に 1回赴くことを心掛けたが、各時期のコロナウ

イルスの感染状況及び筆者自身の状況に応じて調査を自粛するなどした。

　筆者は、教職歴 10 年以上の阿部先生（仮名・男性）が担任する 2年 2組（男

子 11 名、女子 13 名、計 24 名）に、学習サポータ―として参与した。そのた

め、他の教師や児童からも、「梅田先生」と呼ばれながら生活をともにした。朝、

児童が登校する前に学校に赴き、児童と阿部先生が出会う場面から観察を記録

し、下校後まで観察を行った。また、教室後方にビデオカメラを設置し、朝の

会や学級活動など阿部先生が学級を方向づけようとする場面を重点的に記録し

た。コロナウイルスに関わる影響で筆者が長期間調査に行けないことも想定し、

阿部先生には、負担にならない範囲で、上述のような場面の録画を依頼した。

データは個人の特定を避けるため、内容が変わらないように配慮し、わかりに

くい表現や言い回しなどについては、筆者によって修正・加工が施されている。

なお、プライバシー保護の観点から、学校名や個人名はすべて仮名にしている。

　それでは、こうした状況の中で、教師や児童は、「制限」を伴うコロナ禍の

学校生活にいかに向き合い、生活をしていたのだろうか。そしてそれをいかに

語るのだろうか。次節以降では、コロナ禍の学校生活に関する教師と児童の「解

釈実践」（Holstein & Gubrium 2004 訳書）を手がかりに分析を行っていく。

3. 「制限」のある学校生活を享受する児童たち

　本節では、児童間のやりとりや語りに着目することで、児童らがコロナウイ

ルスに関連する言語的資源を積極的に活用しながらお互いの関係性を調整し、

「制限」のある学校生活を享受する様相を明らかにする。

3.1. 「密」という言語的資源を活用した関係性の調整

　D 小での観察を開始し、まず筆者の目に飛び込んできたのは、新たな学校生

活の中で、すでに「密」という言葉が、児童たちのやりとりの中で用いられ、

彼／女ら自身が学級生活の秩序を形成する様子であった。次の事例は、観察初
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日、物珍しい筆者の周りに児童らが集まり、一斉にそれぞれが話を始めた場面

の記録である。自分に興味を引かせようと徐々に各児童の声が大きくなる中、

その場にいた児童の一人が「密になるよ！いかんよ！」と注意をする。

　朝の会の後、教卓前で女子児童と話していると、3 人くらい児童がやっ

てきて、それぞれが私に向けて一斉に話し始める。すると、その中の一人

が「密になるよ！いかんよ！」と言う。児童間でも、すでにお互いに距離

をとることが意識されているようだ。　　　　　　　　　（2020/06/08 FN）

　このように、各家庭での生活や、教師による繰り返しの指導を通じて、児童

たちの中でも「密」を避け、「マスク」を常時着用することが意識されている

ようであった。また、次の事例で示すように、「密」という資源は、けんかに

なりそうな児童らを仲裁する場面でも用いられていた。

　昼休み。4 時間目の体育の時間にケイトから昼休みにドッチボールをし

ようと誘われていた。給食の準備中にも、トウマやフウマに遊ぼうと誘わ

れたため、私が「ケイトくんにドッチボールに誘われてるけど、一緒にし

ようか？」とトウマに聞くと、トウマは「一緒にやる！」という。結局、

ケイト、ハジメ、ユズキ、トウマ、フウマ、アヤトと一緒に運動場でドッ

チボールをすることになった。（中略）ドッチボールの途中、ケイトとト

ウマの間でボールの取り合いが起こる。お互いが「僕が先に取った！」と

言い合う中、それを見ていたハジメが、「密になるから離れて！けんかに

なるよ！」と二人の間に入ってその場を収めていた。　　（2020/06/08 FN）

　このように、コロナウイルスに関わる新たな生活様式は、児童らの接触や会

話に「制限」を与えるものとなっている一方、突発的に騒がしくなそうな状況

をコントロールしたり、トラブルにつながりそうな状況を収めたりする資源と

して、児童らによって活用されていた。以下の事例にみられるように、1 学期

を終えるころには、新しい学校生活様式を「普通」のこととして受け入れる児

童らの姿が観察された。
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　1 学期の終業式がリモートで行われる。各学級に設置されているテレビ

を見ながら、会が進行していった。（中略）終業式が終わり、終わりの会

まで少し休憩の時間とられたため、ヒナたちと話をする。

筆　者：ヒナちゃん、1学期はどうだった？

ヒ　ナ：めっちゃ楽しかった。

トウマ：僕も！めっちゃ楽しかった。

梅　田：何が楽しかった？

ヒ　ナ：あのね、学校来れてよかった。

トウマ：あー、それは確かに。

ヒビキ：ヒビキもね、阿部先生とかね、みんなと会えてね、めっちゃ楽しかっ

た。

筆　者：うんうん。なるほどね。でも、コロナであんまり友達と話せないなー

とか、そういうのはなかった？

ヒ　ナ：うん、マスクちゃんとつけてね、ちゃんと離れれば話せるから大丈

夫。梅田先生とも普通に話せるでしょ？

トウマ：最初のほうはしゃべりにくかったけど、今は普通にしゃべれるな。

（2020/07/20 FN）

　上述の事例では、「コロナであんまり友達と話せないなーとか、そういうの

はなかった？」と、保護者や教師、地域住民など、大人たちが抱く児童の人間（友

人）関係の構築をめぐる「不安」のストーリーを持ち込む筆者に対して、ヒナ

は「マスクをちゃんとつけて」「ちゃんと離れれば話せるから大丈夫」とそれ

を否定し、トウマも「最初のほうはしゃべりにくかった」ものの、「今は普通

にしゃべれる」と語る。このように、新たな学校生活様式の中で、コロナウイ

ルス感染症に関わる言語的資源を活用しながら関係性を調整しようとする児童

たちのリアリティが立ち上がっていた。

3.2. 「学校に来れる」喜びの再確認
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　また、上述の事例にみられるように、児童からは、「阿部先生とかね、みん

なと会えて楽しかった」（ヒビキ）など学校生活の楽しさが素朴に語られるこ

とに加え、「学校に来れてよかった」（ヒナ）と、学校に来れることそれ自体へ

の喜びが語られていた。

　こうした、学校に来れることへの喜びや学校の大切さは、阿部先生と児童ら

の間でも繰り返し強調されるものであった。その一例として、2 組で 11 月に

コロナウイルスを題材に行われた学級会の事例を取り上げる。学級会では、休

校中の生活や気持ち、学校再開後の気持ち、これからの学校生活を楽しく過ご

すための工夫の 3点をテーマに各児童から意見が発表された（2）。

　児童たちの記述からは休校中、「友達と遊びたいな。会いたいな」。「みんな

どうしてるかなぁ」。「学校に行って、いっぱい勉強したい」と考えていた。5

月に学校が再開しても、分散登校で学級の半分の児童としか会えないことや給

食がグループでたべられないことを、「残念」で「さびしい」こととして経験

していた。しかしながら、それと同時にコロナウイルスによる休校は「学校で

勉強できること」さらには、そもそも「学校に来れること」への喜びを改めて

再確認する資源としても表出されていた。

阿部先生：では…。一応全部貼れたかな。えーっとー、みんなにね、一人ず

つ言ってもらうと時間がかかるので、バーッと張り出してチーム分けをし

てみました。まず、上っかわ、黄色名札の方は、うれしかったことで集め

ています。この辺りは、全部、（数を数える）18。まとめると友達と会え

てうれしかったよってことだな。で、シンスケくんはちょびっと似てるけ

ど違うんやけど、新しいクラスで友達ができた、増えた。だから、新しく

できたぞってことを喜んでるんだな。で、この 3人は、そもそも学校自体

に来れたことがうれしかったんだっちゅうことでした。セイラさんらしい

ですね。給食。（児童：はははは。）ユウキくんは、いいですね。勉強がやっ

ぱできることってうれしいことなんだな、っていうことを改めて感じたみ

たいです。あんだけ 1年生の時学校来て、勉強嫌やったのに、やっぱ学校

で勉強すると楽しいなっていう。　　　　　　　　　　　（2020/11/19 FN）
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4. 「静かな給食」の捉え直しと新たな生活の構築

　ここまで、児童らがコロナウイルスによる「制限」の中で、それに関わる言

語的資源を活用しながらお互いの関係性を構築・調整し、新たな学校生活を享

受する姿を描いてきた。ただし、そうした生活がすべて児童らにとって「楽し

い」ものではない。とりわけ、先述したように、給食の時間は以前のように机

を向かい合わせにしてグループごとに食べたり、会話をしながら楽しく食べた

りすることのできない、「残念」で苦しい時間としても経験されている。一方、

阿部先生の語りからは、そうした給食の時間に異なる意味が付与されているこ

とが浮かび上がってきた。そこで本節では、給食に関する語りに着目して分析

を行っていきたい。

　給食の時間は、教師や他の児童らと会話をしながら楽しく食べることで、児

童らの社会性を育み、人間関係を形成していくうえで大きな役割が期待される

場でもある。例えば、食に関する指導の手引き「第 5章　給食の時間における

食に関する指導」では、「給食の時間は、（中略）望ましい食習慣の形成を図る

とともに、食事を通してよりよい人間関係の形成を図ります」（p. 221）と述

べられている。これらを踏まえると、各児童が前を向き、静かに無言で食事を

とり続けるコロナ禍の給食の時間は、十分な教育的意義を果たせておらず、ま

た、児童にとっても苦痛な時間として経験されていると捉えられるだろう。

　ところが、次の阿部先生の語りからは、教師にとってそうした「静かな給食」

の時間が、これまで当たり前とされてきた楽しい会話を伴う給食を捉えなおす

契機となっていることが明らかとなった。阿部先生は、2 学期ごろから 2 組に

ついて、「10 年間やってきてますけど、今年はほんとにやりやすい」（2020/11/19 

FN など）と繰り返し語るようになった。その要因の１つとして「みんな静か

になる」「給食の時間」を挙げる。

筆　者：そういえば、コロナでいろいろ制限はあると思うんですけど、逆に

それで距離を取ることによって、子ども同士のトラブルが減ってるとか、

そういう感覚って先生方はどう感じられているんでしょうか。

阿部先生：そうですね。僕は、今年はほんとにやりやすいんですよ。それが、
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コロナのおかげなのか、学年がそういう風だからなのか、学級人数も、今

年から 24 人になったので去年は 30 人だったので。どれがっていうのは、

僕にもわからないんですけど。色々なのが組み合わさって、すごくやりや

すいですね。特に、給食の時間はみんな静かになるじゃないですか。ああ

いう、1 日のうち、30 分間みんなで静かになる時間を毎日続けてるのも、

一つの経験になってるんじゃないかと思いますね。なかなか、通常だと、

給食はワーワーなって。学年によっては、30 分ワーワーなって、そうなる

と、授業中でも落ち着きがなかったりするので。そういう意味では、コロ

ナの影響もあるかなって思いますね。　　　　　　　　　（2020/10/14 FN）

　

上述の語りで阿部先生は、学年の雰囲気や学級の児童数が 24 名と通常より少

ないことを取りあげる中、「特に」と強調する形で、給食の時間を「やりやすさ」

の構成要素として語る。そして、「1 日のうち、30 分間みんなで静かになる時

間を毎日続け」る給食の時間が、午後の授業からも子どもたちが落ち着く一つ

の要因になっているのではないかと捉えていた。

　また、次の事例からは、阿部先生と児童らの間で、「静かな給食」の時間を

共につくり上げていく様相が見出された。コロナウイルスの影響で配膳等に時

間がかかるようになったことから、2組では、配膳が終了次第「いただきます」

の号令をする、また「ごちそうさま」の号令をせず歯磨きに移るなどして児童

らが給食を食べる時間を確保していた。しかしながら、1 月の「学校給食感謝

週間」に向けた「給食のめあて」を 2 組で話し合う中で、阿部先生も児童も、

上記の号令がおろそかになっていることに気づく。

阿部先生：で、給食のめあてをじゃあ決めますよ、と。この 1週間私たちが

給食に関わることで、頑張りたいことって何がいいですか。うちのクラス

で、目標にするといいと思いますよね。（中略）はい、エイジくん。

エイジ：心をこめていただきますやごちそうさまを言う。

ヒビキ：なるほど。

阿部先生：おお、心をこめて…。そうなんよ今ね、うちのクラス。まぁあの、

コロナのこともあって、みなさんに食べる時間を確保するためにみーんな
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が着替えてなくっても、はいここで「いただきまーす」って。で、よく考

えてみて。「ごちそうさま」今してないんよね。してた？（児童：本当だ、

してない。）してないんよ。だから、ちょっとこの一週間は、時間がかか

るかもしれないんだけど、きちんと、みんなが座ってね、いただきます。で、

食べ終わったら時間をそろえてどこかで、ごちそうさまってそろえると確

かにいいかもしれんね。はい、心をこめてあいさつをする。そうやな、こ

れ大事やなあ。めあてにならなくても、これはやろう。

（2020/01/18 映像データより）

　上述の事例は、エイジから「心をこめていただきますやごちそうさまを言う」

という意見が出た際、阿部先生や児童らの間で「ごちそううさま」ができてい

ないことに「ほんとだ、してない」と気づきが芽生えている場面である。この

話し合いの中で、児童からも「心をこめてあいさつするは、今もできてなかっ

たし、みんなでそろっていただきますもできなかったから、めあてにした方が

いい」（ナナカ）という意見が表出され、結果的に「心をこめて　いただきま

す　ごちそうさまをしよう」がめあてとなった。

阿部先生：いただきますは、みなさんの食べる時間を確保するために、すべ

てが、配膳が終わったらいただきますしてますけど。君たちがいいんであ

れば、あの後、当番さんが着替え終わるまで待って、皆が座ったらいただ

きますをする。ちょっと食べる時間減るけど。それでもいいですか。

児童：いいよー。

阿部先生：えっと、終わりのごちそうさまはいつしようか。何時にしようか。

児童：えっと、1時。

阿部先生：1 時にしようかね。歯磨き放送が始まる、少し前のタイミング、

区切りのいい 5分前くらいに、ごちそうさまの時間を設けます。で、ごち

そうさまについては、前に立って誰かがこうやってするのはやめようって

いうのが、ルールがちょっとコロナであるから、もう先生の方でさせても

らいます。わかりました。じゃあ、これでいこうかね。

（2021/01/18 映像データより）
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　これら一連の事例は、「制限」に向き合い、それに対応するための方法として、

号令を簡略化・廃止する阿部先生の意図が児童からの意見によって捉えなおさ

れていく過程として捉えられる。そこでは、給食を食べる時間を減らすことと

引き換えに、「いただきます」を全員がきちんとそろってから行う、１時にそろっ

て「ごちそうさま」をするなど、「制限」がある中で何を大事にしていくのか、

教師と児童が共に新しい給食の時間を作り上げていくリアリティが立ち上がっ

ていたのである。

5. 本研究の意義と課題

　最後に、D 小でのフィールドワークを通じて得られた知見を整理し、本研究

の意義と課題について述べたい。

　第 1に、児童間のやりとりや語りから、コロナウイルスに関わる言語的資源

を活用しながら人間関係を構築・調整し、新たな学校生活を享受する姿を描き

だすことができた。確かに、コロナウイルスは児童にとって、マスクを着用し

続けなければならないことの煩わしさ、他の児童との接触・会話のしづらさと

して経験されるものであった。しかしながら、児童らは徐々にそれを受け入れ、

さらにはそれを資源とすることで、他の児童とのソーシャルディスタンスを保

ちながら生活してもいた。そうした「制限」を通過した児童らは、教師や保護

者が期待していた以上に学校生活を享受し、充実させていたのである。コロナ

ウイルスに関わる「不安」のストーリーがはびこる中、たくましく学校生活を

送る児童たちのリアリティを描けたことは、まずもって本稿の重要な意義の 1

つとなりうるだろう。

　第 2 に、給食の時間に関する語りに着目することで、教師が「静かな給食」

の時間の意味を捉えなおすとともに、児童と共に新たな給食の時間を創造する

契機となっていることを描くことができた。このことから、教師や児童にとっ

て「しんどい」あるいは「苦痛」な資源となっている「制限」が、他方では既

存の学校文化や制度、また、これまでの学校生活を捉えなおす契機としても立

ち現れうることが明らかとなった。
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　以上から、本稿では、コロナウイルスに関わる新たな学校生活様式によって、

これまで学校が行ってきた慣習や教師の認知が一度揺さぶられることによっ

て、公教育のあり方を教師や児童、あるいは地域や家庭等それぞれの立場から

捉えなおすきっかけになっている可能性を指摘したい。このとき重要なのは、

「コロナ禍以前の学校生活」に戻すことでも、「ウィズコロナの学校生活」を模

索することでもない。そうではなく、教師と子どもによって構成される「経験

的リアリティ」（白松ら 2019）から、既存の学校文化や制度を改めて捉えなおし、

これからの新しい学校生活のあり方を創造していくことが重要となるのではな

いだろうか。本稿ではその一端として学校給食を例に取り上げた。しかしなが

ら、フィールドワークを通じて、対面でのグループ活動等の制限や弾力的に授

業を編成することは、教師の学級経営や授業づくりのあり方や教育課程の編成

を見直す契機となりうる可能性がうかがえた。これらを本稿の課題とし、稿を

閉じることとしたい。

〈注〉

（1) 詳細は、厚生労働省（2020）や文部科学省（2020）を参照されたい。

（2) この学級会は、筆者が阿部先生に、コロナ禍の学校生活を子どもたちがどのように捉えている

のかを聞いてみたい、と依頼したところ、学級活動の時間に行ってもらえることになったとい

う経緯がある。45 分という限られた時間と、2年生という学年や発達段階を考慮し、阿部先生

と打ち合わせをしたうえで、事前に児童らに自分の考えを記述してもらい、自分の考えを整理

して発表できる土台を作ったうえで学級会での意見交換を行った。
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